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3 回目、10 日間の「共同支援センター」活動を終えて 

2024 年 8 月 1 日 五十嵐完二（Face Book より） 

7 月 25 日。 

輪島市門前町の仮設住宅に向かう途中の「のと里山海道」。 

両車線開通したばかりとはいえこうした場所がまだまだあります。東京から来た猪熊さん

が運転していたので写真撮れました。 

昼頃にかけて能登半島も豪雨となり土砂崩れの危険もあったのでやむなく引き返しまし

た。 

 

 

7 月 25 日。 

能登半島の先端の珠洲市蛸島小学校グラウンドにある仮設住宅を訪問してお米と水、生活

用品をお渡し。珠洲市の鵜飼漁港から海岸沿いの道路を正院、蛸島と回りました。多くは地

震で倒壊したままでしたが、重機が入り、解体撤去も少しずつ進んでいる状況も感じられま

す。 
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7 月 26 日。 

《ワンタッチテント導入》 

午前中、七尾市田鶴浜定住促進住宅跡地にある 45 戸の仮設住宅を訪問。写真のように導

入したばかりのワンタッチテントが活躍しました。 

お米や水、生活用品をテントでお渡しして、その後訪問してお困り事などを聞いてまわり

ました。解体撤去に関する相談、仮設住宅を出たあとの公営住宅の要望などが出されました。

ひとり住まいの人は｢人と話したいから出てきた｣と話しました。 

 

 

https://www.facebook.com/photo/?fbid=1496516221228577&set=pcb.1496516284561904&__cft__%5b0%5d=AZUyMNZsnBznUPsonNfgUXqApRn3oj5RBfYE8pAb9Ak6lYd8rrbJTlmzwGOTMl7QF3UMtaI7DWF8YY2t6Hg2wjlpFWDseSnFpw3hryctlPJWwcZLvnG2L1Pa20fgJtj9MAYCdYAkG-f6uqjT1ONpcvUQJo3tBQM1VQP7Iquip9Ni8A&__tn__=*bH-R
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7 月 26 日。 

午後からセンターでお米の 3 キロの小分け

作業。ダンボールで作った小分け道具(東京い

のくま製、写真上のメガホンのようなやつ)で

作業が断然はかどっています。 

 

7 月 26 日。 

昨日、珠洲市の仮設住宅に行ったが、その前に見附島近くの鵜飼漁港に寄った。 

能登半島地震以前から使われていない港の小屋を見たら、写真のような｢原｣｢発｣｢絶｣の古

くなった大きな看板が。珠洲市のみなさんが反対運動で頑張った記録でした。 

もし珠洲市に原発が建設されていたら今度の地震でとり返しできないことになっていた

ことは間違いありません。 

 

 



4 

 

7 月 28 日。 

《ガンバレ見附島》 

先日お米などの物資のお届けで訪

問した珠洲市、蛸島の蛸島小学校グラ

ウンドの仮設住宅。昨日センターに

｢土日しか居られないので是非来てほ

しい｣とリクエストの電話あり。 

今日早速訪問すると、｢遠いのにす

ぐ来てくれて神様のよう｣と大歓迎さ

れた。 

その時に撮った名勝の見附島。崩れ

たところもあるけど、ガンバレ！ 

 

 

 

 

7 月 29 日。 

今日も中能登町の 2カ所の仮設住宅を訪問。羽咋の被災者共同支援センターのメンバーは

やさしい。 
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電話で仮設住宅に入居

している被災者から｢左

利き用の草刈り鎌はあり

ますか｣との問い合わせ

に羽咋市のホームセンタ

ーに探しに行って届ける

という対応をとったこと

がありました。 

写真はセンターの近く

から見える田んぼと宝達

丘陵で、この丘陵を越え

ると富山県氷見市。 

 

 

 

 

 

2024 年 7 月 30 日。 

輪島市の2カ所の仮設住宅にお米や水、

生活用品などのお届け。今日は大阪から

高校生３人が参加し若々しい訪問隊に。 

輪島港の目の前の仮設住宅の入居者は

道を挟んですぐの海士町(あまちょう)の

人達。生活道路が倒壊建物にふさがれて

いることなど現場で説明を受けた。 

３人の高校生は、物資運び、被災者の困

り事聞き取りなど大活躍。 

その後行った朝市通りはひと頃よりは

ずいぶん片付いていた。（表紙写真参照） 

 

 

 

 

8 月 1 日。 

7 月 22 日から 7 月 31 日まで羽咋市の能登半島地震被災者共同支援センターで活動した。

5 月、6 月に続いて三回目。今回も仮設住宅入居者にお米や生活用品などのお渡しなどで、

輪島市、珠洲市、能登町、中能登町、七尾市をまわった。最後の昨日は、千葉県柏市議と輪

島市門前町や七尾市の被災地をまわった後、それまで宿泊していた羽咋市から金沢駅前に戻

った。金沢市は、観光客も多く能登半島の被災地とは別世界の感じだった。 
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輪島港に張りつくように作られた海士町などの住民が入居する仮設住宅の人は、｢他の県

でも水害などいろいろな被害も出ている。能登が忘れ去れないか心配｣と話していた。 

 

未だに、仮設住宅にも入居できず避難所や被害を受けた家や納屋での生活を余儀なくされ

ている人、仮設住宅に入居できても買い物や通院に不便だったり、狭くて物を置く場所がな

かったり不便なことは多い。そして、壊れた自宅等の解体も必要で、さらに仮設住宅入居の

期限後の住居の問題も大きな心配になっている。 

 

被災地を見て被災者か

ら話しを聞くことが引き

続き大事になっている。 

写真は、昨日視察した輪

島市門前町の鹿磯漁港と

総持寺祖院。 

また、黒島漁港も隆起し

て漁港内にはまったく海

水がない状態になってい

る。 

 

 

https://www.facebook.com/photo/?fbid=1500066354206897&set=pcb.1500066427540223&__cft__%5b0%5d=AZUT_bWzNOU7sK8bJMNIlAnXb2a1EjF6viy61OY2qT_HwicfDegvcgHRvtmNvRkcePOmPidu5c4jTjVdKv1vv3KeL6eEjl230Co-92yd_dHBOj59eyKvY9vmuaseNEgO6tN1hrfEK_s3_tp2d8ruLG87o_EbDsxujCUXAz9iYpK11w&__tn__=*bH-R
https://www.facebook.com/photo/?fbid=1500066387540227&set=pcb.1500066427540223&__cft__%5b0%5d=AZUT_bWzNOU7sK8bJMNIlAnXb2a1EjF6viy61OY2qT_HwicfDegvcgHRvtmNvRkcePOmPidu5c4jTjVdKv1vv3KeL6eEjl230Co-92yd_dHBOj59eyKvY9vmuaseNEgO6tN1hrfEK_s3_tp2d8ruLG87o_EbDsxujCUXAz9iYpK11w&__tn__=*bH-R
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藤野保史氏の FB より 

志賀原発の 5キロ圏内には複数の断層があります。ほとんどテレビ等で報じられてい

ませんが、これらの断層の近くで地割れや歩道の盛り上がりが複数発生しています。 

北陸電力はこれらの断層のうち約半分は「活断層ではない」と主張していますが、で

はなぜ今回の地震で地割れや地表の盛り上がりが起きたのか？専門家による調査と住

民への情報開示を求めていきたい。  （写真は「しんぶん赤旗」7月 30 日付） 

 


